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平成 29年 5月 26日 

熊本市障がい者自立支援協議会資料 

 

平成 2９年度 第 1回熊本市障がい者自立支援協議会 

子ども部会報告 

 

 

１．前年度（平成２８年度）の部会の取り組みについて 

前年度は、「ミニ研修」にて「子ども発達支援センター」・「総合支援法改正」・「地域発達

支援ネットワーク」について、知識・情報の共有を行い、また、放課後等デイサービス要

望書に対する回答書の検討や震災対応及び障害福祉サービスに関する要望についても話し

合った。「余暇活動支援マップ」については、震災の影響を受けていることもあり、早めの

情報更新を行った。そして、「事例検討」にて、制度の課題や疑問等についても取り上げ、

関係機関の連携強化に取り組んできた。 

 

２．今年度の部会運営について 

今年度の活動は、事例検討・ミニ研修・障がい児余暇支援マップの情報更新を行っていく

こととなった（別紙スケジュール参照）。 

 

① ミニ研修（年４回） 

・第 5次障がい福祉計画（案）について 

・養護施設及び乳児院における障がい児等の現状について（平成 30年度改正に伴う保育所

等訪問支援事業対象拡大） 

 ・移行支援シート運用の実際と巡回相談員の役割について 

 ・愛着障害について 

② 事例検討 

  取り扱うケースによってはグループワークを行うなど、様々な面での課題の抽出及び対

応に向けての検討を行い、情報の共有を図っていく予定。そして、事例検討後の次回の部

会にて、前月の事例検討の振り返りを行い、必要に応じてミニ研修で議題としてあげ、よ

り深く知識・情報を得て、課題や制度に対しての疑問等を解消していく。 

③ 障がい児余暇支援マップ 

震災後で状況も変わっていることもあるため、年度の初めと終わりに障がい児余暇支援マ

ップの更新を行うことにした。 

・情報更新作業（Ｈ２９年５月中） 

 ・部会メンバーへの配布（Ｈ２９年７月予定） 
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平成 29年度 第 1回熊本市障がい者自立支援協議会 

子ども部会報告 スケジュール 

 

【平成 29年度の活動計画】 

 内容 

ミニ研修 事例検討 余暇活動支援マップ その他 

４月 
障がい者自立支援協

議会について 
  活動内容等 

５月   情報更新作業 
活動内容等 

情報共有 

６月  よりみち  
本会議の報告 

情報共有 

７月 未定 ※前月振り返り ※関係機関に配布 情報共有 

８月  いんくる  情報共有 

９月 未定 ※前月振り返り  
本会議の報告 

情報共有 

１０月  じょうなん  情報共有 

１１月 
第 5 次障がい福祉計

画(案)について 
※前月振り返り  情報共有 

１２月  済生会  
本会議の報告 

情報共有 

１月 未定 ※前月振り返り  情報共有 

２月  ウィズ  情報共有 

３月  ※前月振り返り 情報更新作業 
本会議の報告 

次年度の活動計画 

※ミニ研修については、講師のスケジュールに合わせて、7月･9月･1月の予定で行う。 
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平成２９年５月２６日 

平成２９年度 第１回熊本市障がい者自立支援協議会 就労部会報告 

 

昨年度の取組について 

平成２８年度は、「企業巻き込み班」、「福祉・行政班」、「当事者対話班」、「広報システム

班」の４班に別れ、それぞれに掲げた目標を達成するために作業に取り組んできました。各班が連

携をとりながら、それぞれに目標を達成し成果（「しごといく Vol.5」作成・就労部会のホームペ

ージ更新・販売会と商談会の開催・おでかけふらっとや夕方ふらっとの開催等）を出しています。

また、就労部会全体としては、各班が協力し「就労フェアーみんなのはたらくカタチー」を開催し、

障がい者雇用の促進や福祉事業所の連携等を図る研修会や販売会等を実施しております。  

 

今年度の取組について（案） 

【目標】  

・就労についての課題意識を共有するための連携 

・誰もが参加しやすくなじみやすい就労部会 

 

【部会全体の取組】 

・就労フェアの開催（１２月開催予定） 

・ミニ研修の開催とグループワーク（毎月） 

・本会議と就労部会をリンクさせるため、運営委員会に報告し協議する 

・初めて参加の方の自己紹介 

・参加者の情報交換と情報共有 

 

【各班の取組】 

・当事者対話班：当事者会メンバーと協力し、就労についての対話の場をつくる 

・企業就労班：一般企業への就労の可能性を考える 

・福祉就労班：工賃向上や仕事づくりと事業所同士の連携 

・情報マネジメント班：障がい者雇用に関する有益な情報の収集と発信 

（＊現在、班を編成中ではあるが、場合によっては事務局サポートへ移行も検討） 
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運営委員会での取組 

 ・部会長、副部会長、各班のリーダー、サブリーダー、事務局で構成 

 ・部会の活動内容を具体化し、方向性を決める 

 ・部会の中で吸い上げた参加者の意見やリーダーの意向等を協議し（検討）審議（決定）する 

 

年間スケジュール 

 ４月     班分け、リーダーとサブリーダーの選任、班の目標と作業内容の検討 

 ５月～１０月 各班作業 

 １１月    就労フェア開催（各班の成果を発表する機会・お祭り） 

 １２月    作業の振り返り 

 １月～３月  作業の継続または新たな作業開始 ＋ 次年度についての検討 

 

 ※開催月によってミニ研修を実施（年１２回） 

  

タイムスケジュール（第１木曜日・午後３時から５時／１２０分） 

 開会 

 

 部会長挨拶 

ミニ研修（３０分）→ グループでの意見交換（１０分） 

 各班作業（６０分）→ 各班報告（１０分） 

 情報交換・共有 ＋ 初参加の方のご紹介（１０分） 

 

 事務局からお知らせ 

 副部会長総評 

 

 閉会 
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平成 29年度「相談支援部会」年間計画表 

 

□全体目標 

・熊本市で生活をする障害をお持ちのかた、またその関係者からの意見や状況を把握し、

課題の集約・整理を行う。必要に応じて改善策等を検討し、障害を持つ方がより安心して

地域で生活できる環境を整備する。 

・地域の障害をお持ちの方を支援する相談支援専門員へのフォローアップ、スキルアップ、

仕事効率をあげることが最終的には当事者の利益に直結する所もあるので、そこに対する

スーパーバイズ、フォローアップ体制を整える。 

 

□部会開催日時 

・原則第 3水曜日の 15：30～17：30。 

・運営委員会を部会開催前の 15：00～15：20で行い、進捗状況の確認や今後の進め方につ

いて共有を図る。 

・平成 29年度開催は以下の通り。 

4月 19日・5月 17日・6月 21日・7月 19日・8月 16日・9月 20日・10月 18日・11月

15日・12月 20日・1月 17日・2月 21日・3月 14日 

 

□相談支援部会構成図 

 

□各班における年間計画と進捗状況 

【インフォメーションアップデート班】 

→相談支援ハンドブック・ヨカ余暇便利帳・インフォーマル情報をＫＰ5000に掲載するた

めの作業 

・部会長1名 

・副部会長2名 

インフォメーショ
ンアップデート班 

17名 

計画見直し班 

10名 

事例検討班 

10名 

ガイドライン班 

10名 

新規事業所フォロ
ーアップ班 

17名 

運営委員会 

各班より2～3名 
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【計画見直し班】 

→サービス等利用計画書式変更後の見直し。新しい書式を使用してみて、良かった点やさ

らに改善する点があるかなどを今後アンケートにて集計を行っていく。 

【事例検討班】 

→実事例を 2つ抽出し、野中式（ホワイトボード使用）を用いて、事例検討を行う。 

【ガイドライン班】 

→モニタリングの実態を相談支援事業所からアンケートを取り集計中。傾向の分析と、熊

本市本会議に提出予定の提案書作成予定。具体的な運用に関して障がい保健福祉課と意見

交換予定。ガイドラインの読み解き方や分かりにくい点などを、アンケート等で集約し整

理していく。 

【新規事業所フォローアップ班】 

→平成 29 年度から新たに発足。事業所開設 2 年未満の相談支援事業所を中心とした中で

日々の業務での困難な点をＱ＆Ａ方式でまとめ、ハンドブックやＫＰ5000などに掲載する。 

 

【各班年間計画】 

インフォメーション
アップデート班

計画見直し班 事例検討班 ガイドライン班
新規事業

フォローアップ班

4月
今年度の計画具体内容打
ち合わせ

年間計画決め

5月
アストライ・山田氏と打ち合
わせ

新しいサービス等利用
計画書書式について
のアンケート検討

【事例１】
班内での共有

各人へのアンケート

6月
相談支援ハンドブックの見
直し・更新

アンケート発送
事前準備、役割分
担

座談会

7月
相談支援ハンドブックの見
直し・更新

アンケートの集約・まと
め

事例検討（野中
式）

座談会

8月
アストライ・山田氏よりＫＰ
5000の講演

※アンケート内容を本
会議に報告

まとめ 中間まとめ

9月
人気事業所フォローアップ
班

・アンケート内容によっ
ては書式のバージョン
アップ
・計画相談件数の把握

事例検討の方法
の修正等

座談会

10月 以下、未定
【事例その2】
班内での共有

座談会

11月
事前準備、役割分
担

座談会

12月
事例検討（野中
式）

座談会

1月
情報の見直し・更新等完
成、ＫＰ5000掲載の話合い

まとめ 最終まとめ

2月　
ＫＰ5000の打ち込み等手伝
い

振り返り
年間まとめ、次年度計
画

3月 来年度計画会議 年度報告
年度振り返り、次年度
予定確認

年間まとめ、次年度計
画

ヨカ余暇便利帳・インフォー
マル情報の見直し・更新

・モニタリングアンケー
ト集計の共有
・班員で分析をし、集
計方法を検討

・提案書の作成

【モニタリング】
・8月本会議に提案書
提出
・提案書が通ったこと
を想定して、運用方法
等を検討
【ガイドライン】
・アンケートの実施と
集計
※モニタリングと同時
進行で8月から実施

新規 
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平成 29年 5月 26日 

 

平成 29年度 第 1回熊本市障がい者自立支援協議会 

精神障がい者地域移行支援部会（障がい者自立生活体制検討会）報告 

 

 

【平成 28年度の実施報告】 

昨年度は、熊本地震の影響を受け 6 月からの開始となったほか、7 月は開催を見合わせるなど状

況を考慮しながらの開催であったが、8月以降は定期的に開催することができた。 

年度の前半は、メンバー交代などの実状を踏まえ、改めて地域移行に関する意識啓発を目的に、

部会の位置づけや役割、事例を通じた支援のポイント、国や全国保健所長会が開催した研修参加の

報告等を行った。 

年度の後半は、平成 27年度中に実施した「長期入院精神障がい者の地域移行に関する意向調査」

結果の分析及び分析結果に基づく意見交換等を行うとともに、ピアサポートに係る実践報告や熊本

県主催の地域移行支援研修会において平成 27 年度に策定した区毎のロードマップの進捗について

情報共有を図るなどの活動を行った。 

また、区毎の取組みでは、一部の区においてはロードマップに基づき、これまで本市ではほとん

ど実績がなかった障害者総合支援法の地域移行支援の申請やピアサポートの積極的な活用など、実

践的な活動も始まっている。 

 

【平成 29年度の事業計画】 

「長期入院精神障がい者の地域移行に関する意向調査」結果に基づいた取組みを中心に、以下の

内容を実施予定。 

  

 ○退院を支援する制度（地域相談支援やピアサポート）の周知・啓発 

   入院患者や病院スタッフに退院を支援する制度が十分に周知できていないという意向調査の

結果を踏まえ、啓発ツール（ポスター又はリーフレット）の作成や病院スタッフへの研修会

の開催を実施する。 

 

 ○個別給付（地域移行支援・地域定着支援）及びピアサポートの積極的な活用 

   個別給付の申請実績を更に積み重ね、利用マニュアルの作成を目指して、各区で新たに最低

1 事例を申請する目標を立てて、実績づくりに取り組むとともに、ピアサポートの活用の拡

大を検討する。 

 

 ○研修会の企画・実施 

   部会で作成した事例集や既に個別給付（地域移行支援）を利用した体験を元に、具体的な支

援経過や課題を確認しながら地域移行支援のポイントを整理する。 

 

 ○区毎のロードマップに基づいた取組みと進捗報告 

   ロードマップに基づく区毎の取組みの一層の推進とその進捗状況について定期的に部会で報

告・共有する。 



備考

5/9
・自立支援協議会
　（5/26）

 6/13

7/4
(第1火)

8/8
・自立支援協議会
　（8/19）

9/12

10/10

11/21
（第3火)

・自立支援協議会
　（11/18）
※県地域移行支援
　　研修会（予定）

12/12

1/9

2/13
・自立支援協議会
　（2/17）

3/13

　
　【グループワーク又は全体研修等】

　①地域相談支援（個別給付）の更なる活用と制度の検証

　　　・各区1ケース以上の申請に向けた取り組み

　　　・地域相談支援利用マニュアル作成のためのケース収集

　
　②地域移行支援制度の普及・啓発

　　　・医師、看護師等病院職員向けの研修の実施

　　　・ピアサポーターの活躍の場の拡大
　　　　　ピアサポート実践病院・相談支援事業所の体験談紹介

　　　・入院患者向け啓発ツールの作成
　　　　　ポスター（又はリーフレット）、広報誌
　

　③区毎の取組みの進捗状況報告

　　　部会（体制検討会）と各区ロードマップの情報共有、連携

　●研修会の企画・実施

　●事例集を活用した地域移行支援のポイント（地域相談支援も含めて）

　○高齢介護の関係機関を対象とした精神疾患特性等の研修の検討

平成29年度 精神障がい者地域移行支援部会（障がい者自立生活体制検討会）
年間計画

開催日　 　：　原則　第2火曜　9時30分～11時30分
開催場所　：　ウェルパルくまもと　１階　大会議室

参加機関　：　精神科病院、障がい者相談支援センター、関係団体、
　　　　　　　　 各区役所保健子ども課及び福祉課、こころの健康センター、精神保健福祉室

内容

・事業説明
・目標確認
・意見交換

・今年度振り返り
・次年度計画

今年度の方針：意向調査の結果を踏まえた取り組み 
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